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	「糖尿病食事療法のための食品交換表」、「糖尿病食事療法のための食品交換表活用編」、「糖尿病性腎症の食品交換表」、「糖尿病治療の手びき」を割引価格で医療機関に提供した。取扱い冊数は、それぞれ420冊（前年比－182冊）、0冊（±0冊）、0冊（±0冊）、40冊（－80冊）となった。
	1－3　ダイアベティスウィークの実施
	1－16　CDEネットワークの運営
	・カンバセーション・マップの普及を目指し、ファシリテーターを育成する研修会を日本イーライリリー株式会社の協力を得てトレーニングを8回実施した。6月15日（神戸市）、9月7日
	（さいたま市）、9月28日（JADEC本部）、11月16日（佐久市）、11月23日（沼津市）、11月30日（山形市）、2026年2月22日（中央市）、3月15日（北九州市）受講者合計：114人
	・第12回JADEC年次学術集会で、体験セッションを実施した。受講者合計：54人
	1－18　JADECカードシステム®を活用した診療支援の普及
	・カードシステム研修会を支援するトレーナー育成研修とすべてのカードの使用が可能となる「応用編」の研修を、ノボ ノルディスク ファーマ株式会社の協力を得て3回実施した。10月25日（那珂市）、2026年1月18日（福岡市）、2月15日（飯田市）に実施した。
	受講者合計：78人
	・第12回JADEC年次学術集会で、体験プログラムを実施した。受講者合計：191人
	・茨城県から委託され、保健師・薬剤師を対象とするカードシステム研修会を2回実施した。　　受講者合計：24人
	・カードシステムの周知を目的とするミニレクチャーを、製薬企業の協力を得て5回実施した。受講者合計：567人
	・カードシステムの全体像をまとめたガイドブックを制作し、研修会参加者に配布した。
	4－2　AASD
	団体運営助成金として4,000,000円を支出するとともに、事務局業務や台湾で開催された17th AASD Scientific Meetingの運営サポートを行った。
	4－3　中央アジアプロジェクト
	各地のCDEL養成団体の活動を支援するため、48団体に対し、27,900,000円（前年比+1,700,000円）の補助金を支出した。



